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船橋市の生物多様性の現状と課題に関する資料 

1. 市民・事業者等の生物多様性に対する意識や取組状況に関する調査 

（1） 市民及び中高生アンケート 

① 生物多様性の認知度 

 

② 自然とのふれあいの状況 

 

③ 市内の自然環境への認識 

 

年度 対象 回答率

戦略策定時 2012(平成24) 市民 44.2%*

戦略改定時 2020（令和2) 市民 50.0%

市民 65.0%

中高校生 58.8%

環境基本計画

進行管理
2024（令和6) 市民 40.2%*

*意味まで知っているかを聞き、意味まで知っていると回答した人

2025（令和7）今回

年度 対象 生き物観察
花・野菜の

育成

自然観察会

への参加

登山・ハイ

キング

公園・自然

の中での散

策等

ふれあって

いない

戦略改定時
2020

（令和2)
市民 12.3% 49.6% 1.4% 20.3% - 30.8%

市民 5.4% 41.3% 0.8% 14.6% 59.2% 19.2%

中高校生 15.5% 26.0% 1.3% 7.7% 42.6% 36.9%
今回

2025

（令和7）

市内は自然が豊かか

年度 対象 豊か
まあまあ豊

か

あまり豊か

でない
豊かでない

わからな

い・その

他・未回答

戦略策定時
2012

(平成24)
市民 5.3% 42.9% 35.0% 15.0% 1.3%

戦略改定時
2020

（令和2)
市民 11.6% 54.0% 20.3% 6.5% 7.6%

市民 7.1% 52.9% 27.1% 7.5% 5.4%

中高校生 13.9% 50.8% 21.5% 3.8% 10.0%
今回

2025

（令和7）

資料３－２ 
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１０年前と比較してどうか

年度 対象 良くなった 悪くなった 変わらない
住んでな

かった

わからない

or未回答

戦略策定時
2012

(平成24)
市民 2.7% 31.9% 35.0% 30.1% 0.4%

戦略改定時
2020

（令和2)
市民 6.2% 26.1% 33.7% 13.4% 20.6%

市民 4.6% 30.0% 34.2% 21.3% 10.0%

中高校生
今回

2025

（令和7）

良くなった理由

年度 対象 緑増えた
生き物見

かけた

生き物種

類増えた

水辺増え

た

海、河川

の水質改

善

その他等

戦略策定時
2012

(平成24)
市民

戦略改定時
2020

（令和2)
市民 35.3% 5.9% 11.8% 5.9% 41.2% 0.0%

市民 36.4% 9.1% 9.1% 0.0% 36.4% 9.1%

中高校生
今回

2025

（令和7）

悪くなった理由

年度 対象 緑の減少
生き物の

減少

生き物種

類の減少

水辺の減

少

海、河川

の水質悪

化

その他等

戦略策定時
2012

(平成24)
市民

戦略改定時
2020

（令和2)
市民 54.2% 16.7% 13.9% 2.8% 4.2% 8.3%

市民 54.1% 4.1% 18.9% 2.7% 8.1% 12.2%

中高校生
今回

2025

（令和7）
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２０２０（令和２）年度 ２０２５（令和７）年度 

  

 

【中高校生アンケートより】 

 

 

 

 

61.3%

22.7%

1.2%

12.2%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

１．今より良くなっていると良い

２．今のままで良い

３．特に自然を大切にする必要はない

４．わからない

無回答

市内の自然環境はどのように変化をしていると良いか＜SA＞

（N=398）

【緑の基本計画より】

緑への満足度 10年前に比べた緑の量

年度 多くある
満足でき

る程度

少ないがあ

る
ない 無回答 年度 増えている

あまり変

わらない

少しずつ

減少

急速に減

少

2005

（平成17）
10.0% 24.0% 57.0% 9.0% 0.0%

2005

（平成17）

2014

（平成26）
12.8% 30.0% 49.1% 7.6% 0.5%

2014

（平成26）
7.1% 40.0% 37.0% 11.1%

2024

（令和６）
11.9% 32.9% 48.5% 5.5% 1.2%

2024

（令和６）
2.4% 41.7% 26.7% 8.7%

30.4%

1.8%

5.0%

3.0%

37.4%

1.0%

21.4%

0% 10% 20% 30% 40%

１．緑が増えている

２．生き物を見かけるようになっている

３．生き物の見かける種類が増えている

４．水辺が増えている

５．海や河川の水がきれいになっている

６．その他

無効回答

自然環境がどのように良くなったらうれしいか＜SA＞（N=599）
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④ 自然環境に配慮した取組 

 

⑤ 市に期待する取組 

 

年度 対象
情報に触れ

る
調べる 話題にする 発信する

エコバック

持参

食べ残しな

どを排水口

へ流さない

地元の活動

に参加

自然観察会

へ参加

身近な場所

で生き物の

居場所づく

り

環境にや

さしい商

品の購入

地産地消
洗剤の適

正量使用

雨水の有

効利用

ペットの

飼育責任
募金

特になし

または

その他*

戦略改定時
2020

（令和2)
市民 - - - - 88.4% 67.8% 9.1% 1.4% 21.0% 16.7% 42.4% 54.0% 3.6% 33.7% 7.2% 4.3%

市民 27.5% 22.5% 26.3% 3.8% - - 6.3% 0.4% 29.2% 15.8% 42.9% 55.8% 1.7% 34.2% 7.9% 7.5%

中高校生 25.2% 20.9% 24.2% 5.3% - - 6.0% 2.5% 16.4% 15.2% 14.0% 43.4% 3.0% 35.9% 6.0% 14.2%

*市民は、特になしの場合はその他を選ぶよう設問に記載

*中高校生は、特になしが13.5%その他が0.7%

今回
2025

（令和7）

年度 対象
野生生物の

保護

水辺の環境

整備

里地里山保

全
水質改善

海洋プラス

チック排出

抑制

環境に配慮

した開発誘

導

緑地等の整

備

外来性生物

対策

調査研究の

推進

教育・イ

ベント

団体・事

業者支援
情報提供 特にない その他

戦略策定時
2012

(平成24)
市民 24.3% - - 61.5% - - 77.9% 24.3% - 50.0% 31.0% 14.2% - 3.4%

戦略改定時
2020

（令和2)
市民 49.6% 76.8% - 69.9% 51.1% 40.9% 64.9% 37.7% 25.4% 31.2% 27.9% 39.5% 0.4% 3.7%

市民 41.7% 72.5% 32.9% 63.3% 51.3% 43.3% 62.1% 42.9% 25.8% 24.2% 27.1% 31.3% 2.5% 1.3%

中高校生 50.9% 61.6% 18.9% 52.6% 59.1% 30.9% 44.9% 34.6% 25.4% 24.0% 23.9% 27.4% 8.0% 0.8%
今回

2025

（令和7）
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（2） 事業者アンケート 

① 事業活動と生物多様性の関係についての認識 

 

事業活動との関係

年度

事業活動と

関係があり

重要視して

いる

事業活動と

関係がある

が、重要視

していない

事業活動と

の関係は小

さく、重要

視していな

い

事業活動と

の関係を把

握していな

い

回答

事業者数

戦略策定時
2012

(平成24)
8.0% 8.0% 60.0% 24.0% 25事業者

戦略改定時
2020

（令和2)
29.9% 14.9% 34.3% 19.4% 67事業者

今回
2025

（令和7）
23.1% 16.7% 30.8% 29.5% 78事業者

生物多様性への影響

年度

土地改変等

による生き

物の生育・

生息地の変

化

生物資源の

過剰採取

外来種の移

入

汚染原因物

質の排出

温室効果ガ

スの排出に

よる気候変

動

その他

戦略策定時
2012

(平成24)
12.0% 12.0% 16.0% 20.0% 68.0% 8.0%

戦略改定時
2020

（令和2)
18.8% 6.3% 10.9% 23.4% 76.6% 10.9%

今回
2025

（令和7）
12.8% 7.7% 5.1% 20.5% 76.9% 5.1%
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享受している自然の恵み（生態系サービス）

年度 食料
木材・紙・

繊維

生物を原料

とした燃料
飼料・肥料

飲用水、工

業用水、農

業用水等と

して医療す

る淡水

遺伝子資

源、生化学

物質や薬の

原料

森林等によ

る土壌侵食

の防止

自然災害の

防止・緩和

微生物等に

よる水質浄

化や有機物

の分解

疫病の予防
昆虫等によ

る花粉媒介

自然の中で

の娯楽や旅

行

その他 わからない

戦略策定時
2012

(平成24)
44.0% 52.0% 20.0% 20.0% 40.0% 8.0% 8.0% 12.0% 16.0% 8.0% 8.0% 8.0% 0.0% 24.0%

戦略改定時
2020

（令和2)
42.4% 42.4% 19.7% 10.6% 40.9% 12.1% 7.6% 30.3% 21.2% 13.6% 7.6% 6.1% 0.0% 18.2%

今回
2025

（令和7）
41.0% 41.0% 12.8% 12.8% 38.5% 7.7% 6.4% 21.8% 16.7% 12.8% 6.4% 5.1% 1.3% 17.9%
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② 生物多様性の保全や利用に関する取組 

 

 

 
 

 

実施または実施を検討している取組

年度

事業所内の

生き物の生

育・生息状

況について

の調査

事業計画策

定において

事業活動に

よる生物多

様性への影

響評価

原材料にお

ける配慮

外来種を拡

散させない

配慮

汚染原因物

質の排出等

の配慮

社内教育

自然保

護・再生

活動

里地里山

管理

NPO・

NGO等へ

の支援

事業所外

を対象と

した啓発

温室効果

ガス排出

低減

その他
取組はな

い

戦略改定時
2020

（令和2)
1.5% 6.0% 10.4% 3.0% 22.4% 7.5% 11.9% 3.0% 1.5% 3.0% 50.7% 6.0% 23.9%

今回
2025

（令和7）
6.4% 1.3% 5.1% 0.0% 17.9% 12.8% 11.5% 1.3% 2.6% 2.6% 35.9% 1.3% 38.5%

取組を実施または実施を検討している理由

年度

事業と関連

性があるた

め

事業機会の

創出につな

がる可能性

があるため

社員への環

境教育とし

て

事業活動に

対する地域

の理解を得

るため

企業の社会

的責任とし

て

SDGsへの

取り組み事

例として活

用できるた

め

金融機関

や投資家

へのPRの

ため

その他

今回
2025

（令和7）
43.8% 2.1% 14.6% 16.7% 37.5% 20.8% 4.2% 6.3%

取組を実施または実施を検討していない理由

年度
生物多様性

の認識不足

どのように

実施すれば

いいか不明

なため

事業との関

連性が薄い

またはない

ため

経営的余裕

がないため

メリットを

感じないた

め

社内合意が

取れないた

め

その他

戦略策定時
2012

(平成24)
57.1% 47.6% 57.1% 19.0% 4.8% 0.0% 9.5%

戦略改定時
2020

（令和2)
41.9% 41.9% 64.5% 35.5% 12.9% 0.0% 0.0%

今回
2025

（令和7）
30.0% 23.3% 50.0% 10.0% 10.0% 6.7% 0.0%
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③ 他の主体との連携 

 

 

④ 市に期待する取組 

 

連携の意向

年度 国 地方自治体 大学
大学以外の

教育機関

NPO・

NGO

企業・事業

者等
その他 意向なし

戦略改定時
2020

（令和2)
6.0% 9.0% 4.5% 4.5% 3.0% 9.0% 1.5% 86.6%

今回
2025

（令和7）
25.0% 37.5% 16.7% 6.3% 16.7% 22.9% 8.3% 31.3%
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（3） 市民団体アンケート 

① 活動をする上での課題 

 

② 他の主体との連携 

 

③ 市に期待する支援 

 

連携を希望する主体

年度 国 地方自治体 大学
大学以外の

教育機関

NPO・

NGO

企業・事業

者等
その他

戦略策定時
2012

(平成24)
0.0% 60.0% 26.7% 13.3% 26.7% 33.3% 20.0%

戦略改定時
2020

（令和2)
16.7% 91.7% 25.0% 33.3% 33.3% 25.0% 16.7%

今回
2025

（令和7）
21.1% 94.7% 42.1% 31.6% 63.2% 42.1% 21.1%
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2. 現戦略の取組の進捗状況 

 


